
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

既存れんが造建築物の目地置換による補強工法に関する研究 

北海道内のれんが造建築物は、築後 60 年以上を

経過したものが大部分を占め、これらの一部は現在

も学校や店舗、倉庫等として利用されています。そ

の一方で、これらのれんが造建築物は無補強のれん

が壁を有していることが多く、十分な耐震性を有し

ていない場合もあります。既存のれんが造建築物を

将来的に有効活用していくためには、れんが壁を効

率的に補強できる技術開発が求められます。 

本研究では、れんが造建築物の目地部に高引張強

度・高耐久性のアラミドロッドを補強材として埋め

込む補強工法（図１）について、各種加力実験を行

うことによって、本工法の設計に必要となる実験デ

ータを整備することを目的としています（図２）。 

本研究では、れんが壁を構成する材料要素に関す

る要素試験（写真１）と、実際のれんが壁を模擬し

た構造実験（写真２）について、2 種類の強度のれ

んが、目地材、目地置換材と補強材を組み合わせた

数パターンの加力実験をそれぞれ実施しました。 

要素試験の結果から、目地材に対する補強材の付

着特性、れんが目地に挿入した補強材の付着特性、

補強したれんが目地のせん断耐力について、れんが、

目地材、目地置換材、補強材のそれぞれの使用材料

の組合せに対する強度等が確認されました。また、

構造実験の結果から、本補強工法を用いて補強され

たれんが壁の圧縮耐力、面内せん断耐力および面外

曲げ耐力等がそれぞれ明らかになるとともに、本補

強工法を適用したれんが壁は、無補強のれんが壁に

比べて、最大荷重以降もある程度変形する粘り強い

破壊形態となることが確認されました（図３）。 

本研究における一連の実験によって、本補強工法

の補強効果を明らかにするとともに、本補強工法の

設計に必要な実験データが整備されました。 

 
図１ 本補強工法の概要 

 

 
図２ 本研究の実施内容と成果の活用 

 

  
(a)れんが目地と補強材の付着試験    (b)れんが目地のせん断試験 

写真１ 要素試験の一例 

 

  
(a)れんが壁のせん断試験       (b)れんが壁の曲げ試験 

写真２ 構造実験の一例 

 

 
図３ 補強効果の一例（面内曲げ試験結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横目地筋アラミドロッド（直線材）

縦目地筋アラミドロッド（コの字材）

（正面） （断面）

本研究の実施内容

依頼機関による「設計・施工マニュアル」の作成に活用

構造実験データの整備
（H25）

要素試験データの整備
（H24-25）
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本研究の成果を基に、共同研究機関の株式会社コンステックにおいて本補強工法の設計・施工マニュアルが

作成されるとともに、既存れんが造建築物の補強工事等に活用される予定です。 

●委託機関：(株)コンステック ●研究担当：北方建築総合研究所 環境科学部構法材料グループ 

●研究期間：平成２４～２５年度（終了） 

●研究区分：受託研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 
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